
　

平
成
16
年
12
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
議
案
、
本
会
議
で
の
質
疑
及
び

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

Ｑ　

調
整
手
当
の
算
定
方
法
は
。

Ａ　

給
料
、
扶
養
手
当
及
び
管
理
職

手
当
の
合
計
額
に
支
給
割
合
を
乗
じ

て
算
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

調
整
手
当
引
き
下
げ
の
対
象
職

員
は
。

Ａ　

一
般
職
の
職
員
全
員
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

Ｑ　

調
整
手
当
の
支
給
割
合
を
10

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
９
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
人
件
費
の
年

間
削
減
額
は
。

Ａ　

約
７
５
０
０
万
円
の
削
減
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　

調
整
手
当
引
き
下
げ
に
際
し

て
、
職
員
組
合
と
の
協
議
は
。

Ａ　

交
渉
を
重
ね
、
既
に
妥
結
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
調
整
手
当
引
き
下
げ

は
。

Ａ　

段
階
的
に
支
給
割
合
を
引
き
下

げ
、
最
終
的
に
は
５
パ
ー
セ
ン
ト
ま

で
引
き
下
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ｑ　

４
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
幼

児
の
通
院
に
か
か
る
医
療
費
の
自
己

（２）

　

平
成
16
年
12
月
定
例
会
が
12
月
1
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
民
か
ら
制
定
請
求
が
あ
っ
た
入
間
市
と
の
合
併
に
関
す
る
住
民
投

票
条
例
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
条
例
案
を
一
部
修
正
し
た
う
え
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
14
名
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。



負
担
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
平
成
17

年
度
の
予
算
措
置
は
。

Ａ　

新
年
度
予
算
で
は
約
２
８
０
０

万
円
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　 

Ｑ　

名
栗
村
が
な
く
な
る
こ
と
で
、

広
域
飯
能
斎
場
の
運
営
費
負
担
は
。

Ａ　

年
間
30
万
円
程
度
の
負
担
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｑ　

三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、
一
般

財
源
化
さ
れ
た
も
の
は
。

Ａ　

保
育
所
運
営
費
負
担
金
、
児
童

手
当
施
行
事
務
委
託
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ  

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
平
成
16

年
度
予
算
へ
の
影
響
額
は
。

Ａ　

国
庫
・
県
支
出
金
の
削
減
等
、

合
計
約
２
億
５
６
２
８
万
円
に
対

し
、
所
得
譲
与
税
と
し
て
約
２
億
７

０
２
４
万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ　

平
成
15
年
度
決
算
額
と
比
較
す

る
と
補
正
後
の
人
件
費
予
算
額
は
。

Ａ　

約
２
０
０
５
万
円
の
増
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

市
民
税
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
委
託
料
の
適
正
な
額
の
算
定
方
法

は
。

Ａ　

過
去
の
委
託
料
等
を
検
討
し
、

適
正
な
額
で
契
約
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

Ｑ　

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
保
証

料
の
補
助
実
績
と
商
工
業
開
発
資
金

の
貸
し
付
け
実
績
は
。

Ａ　

平
成
15
年
度
実
績
で
保
証
料
補

助
は
１
３
５
件
、約
１
７
１
４
万
円
、

貸
し
付
け
実
績
は
一
般
小
口
２
０
５

件
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

　
　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
直

　

接
請
求
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ

　

た
原
案
に
対
し
て
、
奥
冨
喜
康

　

議
員
ほ
か
５
議
員
か
ら
修
正
案

　

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

　

質
疑
は
原
案
に
対
す
る
も
の
と

　

修
正
案
に
対
す
る
も
の
に
分
け

　

て
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ　

住
民
投
票
の
実
施
時
期
は
。

Ａ　

条
例
施
行
日
か
ら
30
日
以
内
に

実
施
す
る
と
い
う
規
定
に
よ
り
、
１

月
16
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
の
間
で

の
実
施
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　
「
住
民
投
票
は
、
市
長
が
執
行

す
る
。」
と
は
。

Ａ　

市
長
が
住
民
投
票
の
投
票
、
開

票
事
務
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ　

市
長
は
住
民
投
票
の
執
行
を
選

挙
管
理
委
員
会
へ
委
任
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ　

投
票
、
開
票
事
務
の
迅
速
性
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
の
委
任
が
適
当
と
考
え
ま

す
。

Ｑ　

投
票
資
格
者
は
。

Ａ　

市
議
会
議
員
選
挙
の
有
権
者
と

同
様
な
資
格
を
持
つ
市
民
で
す
。

Ｑ　

20
歳
未
満
や
永
住
外
国
人
の
市

民
に
は
投
票
資
格
は
な
い
と
い
う
解

釈
で
い
い
で
す
か
。

Ａ　

こ
の
条
例
案
で
は
、
20
歳
以
上

の
日
本
国
籍
を
有
す
る
市
民
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　
「
住
民
の
投
票
運
動
は
、
自
由

と
す
る
。」
と
は
。

Ａ　

公
職
選
挙
法
に
よ
る
規
制
を
受

け
ず
に
、
自
由
に
行
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

Ｑ　

投
票
運
動
の
自
由
と
は
、
そ
の

方
法
や
時
間
に
規
制
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

Ａ　

こ
の
条
例
案
で
は
、
投
票
運
動

は
24
時
間
可
能
で
あ
り
、ポ
ス
タ
ー
、

ち
ら
し
に
つ
い
て
も
枚
数
、
記
載
内

容
等
の
規
制
が
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　

投
票
運
動
で
、
買
収
が
発
覚
し

た
場
合
は
。

Ａ　

刑
法
等
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

投
票
場
所
の
数
と
期
日
前
投
票

を
行
う
場
所
は
。

Ａ　

投
票
場
所
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
た
31
投
票
所
の
中
で
設
け
ら

れ
、
期
日
前
投
票
は
市
役
所
で
行
わ

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　
「
市
長
は
、
住
民
投
票
の
結
果

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
賛
成
、
反
対
の
得
票
数
が
多

い
方
を
市
長
の
考
え
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

（３）



Ａ　

住
民
投
票
の
結
果
は
、
市
民
の

意
思
と
し
て
重
く
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

投
票
率
が
低
く
て
も
、
そ
の
結

果
を
尊
重
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

投
票
率
向
上
の
た
め
、
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の

条
例
案
に
は
投
票
率
に
関
す
る
規
定

は
な
い
た
め
、
た
と
え
投
票
率
が
低

く
て
も
、
そ
の
投
票
結
果
を
尊
重
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

住
民
投
票
で
は
投
票
会
場
ま
で

足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

足
や
体
の
不
自
由
な
方
々
に
と
っ

て
は
、
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方

式
の
方
が
意
思
表
明
し
や
す
い
の
で

は
。

Ａ　

指
定
の
病
院
等
で
は
不
在
者

投
票
が
で
き
る
と
い
う
公
職
選
挙
法

に
規
定
さ
れ
た
制
度
を
準
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
対
応
可
能
と
考
え
ま

す
。

Ｑ　

住
民
投
票
の
実
施
に
要
す
る
費

用
の
見
込
み
額
は
。

Ａ　

４
１
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

Ｑ　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の

票
は
賛
成
の
票
に
も
、
反
対
の
票
に

　　　　　　

も
加
算
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
い
い

で
す
か
。

Ａ　

そ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

市
長
が
投
票
結
果
か
ら
市
民
の

意
思
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
際
に

も
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の

票
は
尊
重
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

Ａ　

市
長
が
判
断
す
べ
き
こ
と
と
考

え
ま
す
。

Ｑ　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の

票
の
扱
い
を
、
修
正
案
提
出
者
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

Ａ　

そ
れ
も
市
民
の
意
思
の
現
れ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

広　

森　

す
み
子　

議
員

　
　

吉　

池　

美
耶
子　

議
員

　
　

磯　

野　

和　

夫　

議
員

　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

　
　

奥　

冨　

喜　

康

　

　
　

　

奥　

冨　

喜　

康

（４）


